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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
携帯電話とネットワークを介して情報授受を行うことが出来るサーバーから構成された商
品情報保管、管理システムに於いて、購入済商品に取付けられた２次元コードを前記携帯
電話で読み取り、商品データを記憶する前記サーバーへ接続して前記購入済商品の画像及
び商品情報を前記サーバーから前記携帯電話にダウンロードし、前記携帯電話内に少なく
とも商品の名称、購入年月日、使用時期を分類したインデックスを設け、ダウンロードし
た前記購入済商品の画像及び商品情報を前記インデックスに分けて分類保管し、情報を必
要とする際に前記携帯電話の画面で前記インデックスを表示し、表示から目的の商品を検
索し、前記携帯電話の画面に、商品の画像を表示し、詳しい情報を知りたい場合は、携帯
電話の画面の詳しいデータを選択し、商品の詳細情報が前記サーバーから送られ表示され
る事を特徴とする携帯電話による商品購入支援システム。
【請求項２】
請求項１記載の携帯電話による商品購入支援システムに於いて、携帯電話が有する商品画
像情報を通信機能、又は記憶媒体を用いて前記携帯電話からパーソナルコンピュータに移
す機能を有し、更に、前記パーソナルコンピュータで前記携帯電話から移された複数の商
品画像は撮影される商品画像内に基準寸法を示す基準物を配置して撮影を行い、前記基準
物を用いて撮影された画像データを縮小、又は拡大し、複数の商品を正しい縮尺で組み合
わせ表示が行える様、前記パーソナルコンピュータ内に画像データの表示寸法調整機能を
有する事を特徴とする携帯電話による商品購入支援システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、購入した商品情報を専用サーバーから携帯電話に送り、携帯電話に個人が所有
する商品情報を保管し、更にその商品情報を利用し、その他商品購入の支援を行う購入サ
ポートシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
近年の携帯電話機能の向上とインターネットを代表するＩＴ技術の進歩により、携帯電話
を利用して、どこでも、種々の情報を入手したい人が増えている。又、多くの商品をＩＴ
を使って購入したり、選択したりする人も増えている。
【０００３】
特許文献１には、携帯電話を利用し、商品を扱う販売店の販売管理用サーバーにアクセス
して、オンラインショッピングを行うのに必要な商品情報をサーバーから携帯電話に送信
させることが提案されている。更に、携帯電話の液晶画面では商品情報を評価するには画
面が小さ過ぎるので、携帯電話に送信済みのデータを携帯電話からパソコンやテレビへ送
り、携帯電話より大きなディスプレーで商品情報を表示することが可能となっている。
【０００４】
又、特許文献２には、書籍をインターネットを利用して購入する際、書籍情報とユーザー
情報を書籍管理サーバーに蓄積し、携帯電話から利用者が書籍管理サーバーに２次元コー
ドなどを携帯電話などで撮影し、アクセス可能とし、書籍管理サーバーから書籍のレビュ
ー情報、書籍を特徴付ける画像データを携帯電話にダウンロードする事が述べられている
。更に、受信した書籍情報を他の利用者端末にも送信可能とする書籍購入支援システムが
提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３２３１６９号公報
【特許文献２】特開２００７－７４２６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　自分で多くの購入した品物を自宅に有している人が多い。しかし、その購入済の品物を
外出先で確認しようとしても、記憶に頼るだけでは次の商品を選ぶ際、所有している品物
の正確な情報を確認出来ない。その課題を簡単に解決する為の手段として、携帯端末から
所有する品物の商品情報を検索しやすくする商品購入支援システムを提供する。
【０００７】
　更に、購入済みの商品データを携帯電話にダウンロード後、パソコンを活用して、複数
の商品を一つの画面上で、組み合わせを行い最適な組み合わせになるような商品コーディ
ネートを支援するシステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
請求項１に係わる発明は、携帯電話とネットワークを介して情報授受を行うことが出来る
サーバーから構成された商品情報保管、管理システムに於いて、購入済商品に取付けられ
た２次元コードを前記携帯電話で読み取り、商品データを記憶する前記サーバーへ接続し
て前記購入済商品の画像及び商品情報を前記サーバーから前記携帯電話にダウンロードし
、前記携帯電話内に少なくとも商品の名称、購入年月日、使用時期を分類したインデック
スを設け、ダウンロードした前記購入済商品の画像及び商品情報を前記インデックスに分
けて分類保管し、情報を必要とする際に前記携帯電話の画面で前記インデックスを表示し
、表示から目的の商品を検索し、前記携帯電話の画面に、商品の画像を表示し、詳しい情
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報を知りたい場合は、携帯電話の画面の詳しいデータを選択し、商品の詳細情報が前記サ
ーバーから送られ表示される事を特徴とする商品購入支援システムを提供するものである
。
【０００９】
　請求項２に係わる発明は、請求項１記載の携帯電話による商品購入支援システムに於い
て、携帯電話が有する商品画像情報を通信機能、又は記憶媒体を用いて前記携帯電話から
パーソナルコンピュータに移す機能を有し、更に、前記パーソナルコンピュータで前記携
帯電話から移された複数の商品画像は撮影される商品画像内に基準寸法を示す基準物を配
置して撮影を行い、前記基準物を用いて撮影された画像データを縮小、又は拡大し、複数
の商品を正しい縮尺で組み合わせ表示が行える様、前記パーソナルコンピュータ内に画像
データの表示寸法調整機能を有する事を特徴とする携帯電話による商品購入支援システム
を提供するものである。
【発明の効果】
【００１０】
請求項１により、日常生活の多くの時間、使用可能な場所に有る携帯電話内に自分で購入
した商品の画像他の情報を記憶させておく事は、街での商品購入や、オンラインショッピ
ングのどちらの場合でも、既に自分が所有する品物の情報を確認した上で、インデックス
を使う事で、自分の持っている品物情報を短時間で確認が出来る。
【００１１】
請求項２により、新たの購入する商品を品定めするのに、現在所有する品物との組み合わ
せが適当かどうか、ディスプレーで確認する際、画像データを組合せが縮尺寸法を正確に
合わせることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
図１により、以下このシステムの具体的実施例に付いて説明する。各個人が持つ携帯電話
１、携帯電話１に挿入し携帯電話の記憶をダウンロード可能なメモリーカード１－２、商
店に置かれたパーソナルコンピュータ（以下パソコンと称する）２、パソコン２とデータ
通信可能な大型ディスプレー３が存在する。携帯電話１とパソコン２はインターネット５
と接続されている。又、インターネット５を介して、商品管理サーバー６と繋がっていて
、商品管理サーバー６は商品画像データベース６－１と商品情報データベース６－２を有
している。
【００１３】
商品は販売する商店の店頭、オンラインショッピングのホームページで紹介される前に、
商品の写真と商品に関するデータを商品管理サーバー６に記憶させておく。
又、インターネットと繋がった知人の携帯電話４が複数個ある。以上がインターネット５
を介したシステム構成である。
【００１４】
図２により、このシステムの流れに付いて説明する。
まず個人は商品７を購入すると、図３に示すように、商品７に取付けられた商品タグ８を
商品7から外し、商品タグ８のシール８－２を剥がして２次元コード８－１を出し、ステ
ップＴ－１の様に、携帯電話１にて２次元コード８－１を読み取る。２次元コード８－１
から商品管理サーバー６にアクセル出来る様なＵＲＬ（Uniform Resource Locatorの略）
を読み出し、ステップＴ－２の様に、インターネット５を介して商品管理サーバー６にア
クセスする。更に、商品購入者のみが商品管理サーバー６にアクセス可能なような、パス
ワードも２次元コード８－１も組み込まれていると良い。
【００１５】
ステップＳ－２の様に、インターネット５を介して自分が購入した商品７の商品画像デー
タを商品画像データベース６－１から、商品情報を商品情報データベース６－２から情報
を引き出し、商品管理サーバー６から携帯電話１へ送信する。インターネット５を介して
送信された情報をステップＴ－２の様に、携帯電話１にダウンロードする。
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【００１６】
図３に示す商品７には２次元コード８－１が印刷され、商品購入者がシール８－２を剥が
すまで、２次元コード８－１を見えないようにしている。これは、商品購入者だけが商品
管理サーバー６にアクセル出来る権利を保障する為である。もし、購入者以外に容易に商
品情報を入手することが出来た場合、購入することにより、獲得出来る権利では無くなり
、購入の満足感が少なくなるからである。
【００１７】
購入者が自分の携帯電話１にダウンロードした商品情報はステップＴ－４の様に、携帯電
話１内のメモリーに記憶される。この記憶を行う際、この購入した商品情報を次に活用し
易くする為、携帯電話１内の記憶、保管を行う部分に、図４に示す様に、インデックスを
設けておく。まず商品の名称で分類し、次に商品を購入した年月などで分類し、更に細か
く分類する場合には、衣類等、身に付ける物であれば、使用する季節などで更に分類する
。次に、商品情報を見たい場合には、携帯電話１のメニューから商品情報インデックスを
開き、コントローラー１－２で見たい商品の、名称や購入年などから選ぶことが出来る。
基本的には、携帯電話１に組み込まれている電話帳と同じ仕組みである。　
【００１８】
検索結果、図５の（ａ）に示す様な、購入済み商品７の画像情報が携帯電話１の液晶画面
１－１に商品画像７－１として表示される。更にこの購入済み商品７の詳しい情報を知り
たい場合は、液晶画面１－１の詳しいデータを選択し、画面を（ｂ）に切り替える。画面
（ｂ）には画面（ａ）の商品７の詳細情報が、商品情報データベース６－２から送られ、
表示される。商品情報データベース６－２では持っていない情報は、購入者が携帯電話１
のテンキーから入力することが出来る。
【００１９】
上記の様にして、自分が所有する品物の商品情報を携帯電話１に記憶しておくことが出来
る。商品情報が多くなり過ぎた場合には、携帯電話１内のメモリーでは十分で記憶出来な
い事が発生する。その際は、携帯電話１内に挿入され、外部メモリーとして入れ替え可能
なメモリーカード１－２を使用し、メモリーカード１－２に携帯電話１内のメモリーから
ダウンロードし携帯電話１と一緒に持ち運び可能とする。
【００２０】
次に、この商品データを用いて次の商品購入に役立てる場合に付いて、図１、図２、図８
を用いて説明する。商店などに出向き、次の商品を購入する場合、各個人が自宅に所有す
る商品と今回購入しようとする商品が、都合よくマッチングしているかどうか、気になる
。この様な場合、以前購入した商品と今回購入を考えている商品を同じ画面に映し出し、
画面上で商品の組み合わせ確認を行う事により、その場で購入の判断が出来る。
【００２１】
ステップＴ－６の様に、携帯電話１のメモリーにある画像データを携帯電話１から商店に
あるパソコン２へ短距離無線通信にて送信する。又は、携帯電話１からメモリーカード１
－２を抜き出し、パソコン２へ挿入して目的の商品の組み合わせに必要な画像データをパ
ソコン２へダウンロードする。ステップＰ－１の様に、パソコン２で携帯電話１から受信
した画像データを画面に表示する。次に、ステップＰ－２の様に、商品管理サーバー６に
パソコン２からインターネット５を介して接続し、新たに購入を希望している商品の画像
データを画像情報データベース６－１からダウンロードし、パソコン１の同じ画面に表示
する。
【００２２】
商店で、顧客の要望でその都度、商品管理サーバー６にパソコン２からインターネット５
を介して接続しダウンロードする事ではなく、商品が店に入荷した時点で、一括して商品
情報を商品管理サーバー６からパソコン２へ情報をダウンロードする事も可能である。そ
の為には、商品が生産者から卸、百貨店などに出荷される前に、商品の画像データと製品
情報を生産者が商品管理サーバー６へ、送信するシステムが必要である。このシステムに
付いては、本出願では詳しく述べない。
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【００２３】
次に、パソコン２の画面上に、顧客が持つ商品の画像情報と店が展示している商品の画像
情報を同時に図６の様に表示する。図６の場合、例えばＴシャツ７－１を個人が所有して
いた場合を想定する。ステップＰ－３の様に、Ｔシャツ７－１に合うスカート又はパンツ
を購入しようとする際、パンツ７－３をＴシャツ７－１と一緒に画面上で、マネキンに衣
装を着せたように組み合わせる。次に、スカート７－２、又はスカート７－４を選び、同
じ様にＴシャツ７－１との組み合わせを確認する。
【００２４】
ステップＰ－４の様に、顧客が持つＴシャツ７－１に、店に展示されているスカート７－
２、パンツ７－３、スカート７－４の中で、どれが購入者の気に入った組み合わせになっ
ているか、パソコン２の画面上で確認する事も出来る。オンラインショッピングでも自分
のパソコン２に自分の所有する品物に合った商品をインターネット５からダウンロードし
上記と同じ方法で、最適な組み合わせを見つける事も可能である。
【００２５】
図７のフローチャートにより、最適な商品組み合わせを確認してからのシステムの流れに
付いて、以下説明する。
ステップＰ－５の様に、より実物に近い雰囲気で商品の組み合わせを確認したい顧客に対
し、パソコン２の画像データを大型ディスプレー３に送信する。そして、ステップＤ－１
の様に、大型ディスプレー３で最適な商品組み合わせの画像データを表示し、購入者が確
認する事が出来る。大型ディスプレー３に表示する際、商品を表示する画面背景をこの商
品が使われる環境に近い、季節感のある風景写真の中で表示する等により、更にリアリテ
ィーある条件で商品の持つ特徴を確認できる。
【００２６】
最適な組み合わせが、確認出来、例えばパンツ７－３を新たに購入を希望した場合、購入
を最終決定する前に、家族や友人にも商品購入に付いての意見を求めたい場合が発生する
。そのニーズに応えるシステムに付いて以下説明する。
【００２７】
ステップＰ－６の様に、パソコン２の中にある購入希望者が見てもらいたい商品画像や最
適な組み合わせと思える画像を商品管理サーバー６へ送信する。送信後、商品管理サーバ
ー６の画像情報データベース６－１に記憶させ、記憶した画像データをインターネット経
由アクセス可能なＵＲＬをパソコン２へ送信する。このＵＲＬを購入希望者が、ステップ
Ｔ－７の様に、携帯電話１のメール機能を利用して家族、知人の携帯電話４へ連絡する。
ステップＴ－８の様に、携帯電話４でメールを受信した知人は、購入希望者からの連絡メ
ールに従い、商品管理サーバー６へアクセスする。
【００２８】
知人の携帯電話４から商品管理サーバー６へアクセスし、画像情報データベース６－１に
記憶されている購入者が見てもらいたい画像情報を携帯電話４の画面で見る。知人は、ス
テップＴ－９の様に、携帯電話４の画面の画像を見て、購入希望者の質問に携帯電話４に
て回答する。購入希望者は知人から商品が写った画像を見て連絡された回答結果も、購入
の判断の材料とする。この様な方法で、商品の画像情報を携帯電話機能を有効に活用して
、貴重な意見を短時間に集める事が可能となる。
【００２９】
ステップＴ－１０の様に、購入希望者は自信を持って、商品購入の判断を行う事が出来る
。購入の決定後、商店ではパソコン２にダウンロードした購入希望者から預かった商品情
報をパソコン２から消去すると同時に、ステップＰ－７、Ｓ－６の様に、商品情報サーバ
ー６に商品が販売完了の記録を残す。販売完了後、ステップＴ－１の様に、購入者から商
品の画像と商品情報が商品情報サーバー６からダウンロードされる。購入後、一定期間が
過ぎた後、商品情報サーバー６から商品の情報を消去する。
【００３０】
次に、複数の商品情報を１個のパソコン２の画面上で行う、ステップＰ－３の商品の組み
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合わせ作業をより正確に行うための手段に付いて以下図８を用いて説明する。
パソコン２の画面上に複数の商品画像データを表示できる。例えば、個人が所有する商品
の画像データが図８の商品（ａ）９－１とする。この画像データの中に、商品と一緒に基
準寸法を表すスケール１０を撮影すれば、商品（ａ） ９－１の各部の寸法は、スケール
１０の長さが分かれば、求める事が出来る。（ｂ）の画像データにも商品（ｂ）９－２と
基準寸法を表すスケール１０が写っている。同様に（ｃ）の画像データにも商品（ｃ）９
－３と基準寸法を表すスケール１０が写っている。
【００３１】
次に、この（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の３つの画像データを（ｄ）の画面に集める。その際
、基準寸法を表すスケール１０の長さが、（ｄ）画面で同じ長さになるように、この（ａ
）、（ｂ）、（ｃ）の３つの画像データをスケール１０の長さに応じて、縮小、拡大する
。商品（ａ）９－１、商品（ｂ）９－２、商品（ｃ）９－３は同じスケールでパソコン２
画面に表示される。次に、（ｅ）の画面で、商品（ａ）９－１、商品（ｂ）９－２、商品
（ｃ）９－３を目的の配置になるようマウスなどを用いて移動し、商品の組み合わせを確
認する。
【００３２】
上記の説明は、商品管理サーバー６内に商品情報を記憶させておく事を条件に、商品情報
を携帯電話１にダウンロードして、商品購入等に役立てようとするアイデアである。しか
し、商品管理サーバー６が多くの商品情報をストレージしていない場合には、利用価値が
少ない。この問題を解決する為に下記の様なシステムも実施可能である。
【００３３】
図９に示す様に、自分で購入した商品の例えば商品７の写真を携帯電話１のカメラ機能を
使って撮影する。撮影した画像データは携帯電話内１の記憶装置にダウンロードするか、
メモリーカード１－１等の記憶媒体にダウンロードする。
【００３４】
２次元コード８を利用し、商品管理サーバー６から情報をダウンロードした場合と同じ様
に、撮影した画像記憶を行う際、この購入した商品情報を活用し易くする為、携帯電話１
内の記憶、保管を行う部分に、図４に示す様に、インデックスを設けておく。まず商品の
名称で分類し、次に商品を購入した年月で分類しておく。画像データと一緒に図５に示す
ような文字情報も入力しておく事で、情報の有効活用が図れる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の第１の実施形態である携帯電話による商品情報保管、検索システムを示
す図である。
【図２】本発明の第１の実施形態である携帯電話による商品情報保管、検索システムのフ
ローチャートである。
【図３】本発明の第１の実施形態である携帯電話による商品情報保管、検索システムの商
品に取付けた２次元コードの例を示す図である。
【図４】携帯電話の画面に表示する保有する商品のインデックスの一例を示す図である。
【図５】携帯電話の画面に表示する保有する商品情報の一例を示す図である。
【図６】パーソナルコンピュータの画面で商品画像の組み合わせを行う一例を示す図であ
る。
【図７】本発明の第１の実施形態である携帯電話による商品情報保管、検索システムのフ
ローチャートである。
【図８】パーソナルコンピュータの画面の基準物の寸法が同じになるよう画像データの表
示寸法を行う一例を示す図である。
【図９】本発明の第２の実施形態である携帯電話による商品画像取り込みの一例を示す図
である。
【符号の説明】
【００３６】
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１・・携帯電話
１－１・・液晶画面
１－２・・メモリーカード
２・・パーソナルコンピュータ
３・・大型ディスプレー
４・・知人の携帯電話
５・・インターネット
６・・商品管理サーバー
６－１・・商品画像データベース
６－２・・商品情報データベース
７・・商品
８・・商品タグ
８－１・・２次元コード
８－２・・シール
９－１・・商品（ａ）
９－２・・商品（ｂ）
９－３・・商品（ｃ）
１０・・スケール
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